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旧改訂 平成 ４年 ６月２５日 建中電通第２７５号

制定 平成１７年 ４月 １日

耐雷トランス標準仕様書

第１条 （概 要）

本仕様書は無線中継所、テレメータ観測所等に設置している機器を電源系統に発生する異常電圧から保

護するため設置する耐雷トランスに適用する。

第２条 （適用法令及び規格）

装置の設計、製作にあたっては本仕様書に規定する各種条件を満足するものとする。

一 日本工業規格 （ＪＩＳ）

二 電気設備の技術基準

三 その他関係法令規格

第３条 （外囲条件）

装置は次の条件において長時間安定に動作し、その性能を充分満足するものとする。

一 周囲温度 －１０℃～＋４０℃

二 相対湿度 ９０％以下

（解 説） 周囲温度は直流電源装置と合わせて－１０℃～＋４０℃としたが、－２０℃～＋６０℃まで実用上差

し支えのないものとする。

第４条 （構 成）

装置は絶縁変圧器及び避雷部から構成するものとする。

２ 装置の回路系統は付図－１のとおりとする。

第５条 （構 造）

装置は屋内形、屋外形、分電盤形とする。

２ 装置の構造は次のとおりとする。

一 屋内形

ア）背面設置可能な固定据置形又は壁面取付形とする。

イ）外箱は鋼板製とし、板厚は１．２㎜以上とする。

ウ）正面板は取外し可能なものとし、避雷部点検用のアクリル製の点検窓を設けるものとする。

エ）ケーブル引出孔は、外箱両側面に設けるものとし、盲蓋を設けるものとする。

二 屋外形

ア）背面設置可能な固定据置形又は壁面取付形とし、防雨構造とする。

イ）外箱は鋼板製とし、板厚は１．２㎜以上とする。

ウ）直射日光を受けないしゃ光板を設けるものとする。

エ）前面は扉とし、施錠できるものとする。
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オ）扉の丁番は表面から見えないものとする。

カ）ケーブル引出孔は外箱下部に設けるものとし、入力側、出力側は別孔とする。

三 分電盤形

ア）装置内に配線しゃ断器を組込み、壁面取付の露出又は埋込形とする。

イ）外箱は鋼板製とし、板厚は１．６㎜以上とする。

ウ）前面は扉とし、丁番は表面から見えないものとし、ハンドルは表面に突き出ないものとする。

エ）配線しゃ断器は主しゃ断器１、分岐用３とし、定格しゃ断電流は１５００Ａ異常とする。

（解 説）１ ケーブル引出孔は誘導を考慮して入力、出力を個別に設け、間隔はできる限り離すものとする。

２ 外形、寸法は付図－２を参考とする。

３ 分電盤形は、壁面取付形であるため重量、寸法を考慮して２ＫＶＡまでとする。

第６条 （表 示）

装置には製造者名、製造年月、製造番号及び定格等を記入した銘板を取付けるものとする。

２ 装置に取り付ける配線しゃ断器には、用途を示す銘板を取付けるものとする。

３ 接続箇所には、回路図と対照できる名称又は記号を表示するものとする。

第７条 （塗 装）

装置の塗装は次のとおりとする。

一 屋内形及び分電盤形は、焼付塗装とし塗装色は別途指示とする。

二 屋外形は、亜鉛溶射（ＪＩＳＨ８３００）ＺＳ２異常とする。

（解 説） 亜鉛溶射ＺＳ２は、皮膜厚さ平均で０．１５㎜以上、最低で０．１２㎜である。

第８条 （機器仕様）

装置の機器仕様は次のとおりとする。

一 定格は連続とする。

二 交流入力は単相２線式１００Ｖ、２００Ｖ、三相３線式２００Ｖとする。

三 交流出力は単相２線式１００Ｖ、２００Ｖ、単相３線式１００Ｖ／２００Ｖ、三相３線式２００Ｖと

する。

四 変圧器容量は、０．５ＫＶＡ～１５ＫＶＡとする。

五 電圧比は、１：１とする。

六 絶縁種別は、５ＫＶＡ以下はＡ種、７．５ＫＶＡ以上はＢ種とする。

七 冷却方式は自然空冷とする。

八 絶縁変圧器は乾式とし、一次、二次間にシールドを設け、異常電圧が二次側まで誘導する際に減衰さ

せるものとする。

（解 説）１ 単相３線式は、入力側を単相２線式２００Ｖとし、出力側は単相３線式とする。

２ 変圧器容量は単相２線式、単相３線式では０．５、１．０、１．５、２．０、３．０、４．０、５．

０、７．５、１０、１５ＫＶＡを標準とし、三相３線式では１．０、１．５、２．０、５．０、

７．５、１０、１５ＫＶＡを標準とする。

３ 分電盤形は、０．５、１．０、１．５、２．０ＫＶＡとする。

４ 絶縁種別はＡ種（許容最高温度１０５℃）Ｂ種（許容最高温度１３０℃）とする。

５ 絶縁変圧器はスペース及び雷害時における火災等を考慮して乾式とする。
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第９条 （電気的特性）

装置の電気的特性は次のとおりとする。

一 電圧変動率は５％以下とする。

二 絶縁耐力は一次、二次巻線間及び巻線、大地間にＡＣ ３ＫＶを１分間印加して異常のないものとす

る。

三 衝撃波耐力は一次、二次巻線間に１×４０μｓ、３０ＫＶを印加して異常のないものとする。ただし､

二次巻線は接地状態とする。

四 絶縁抵抗は一次、二次巻線間及び巻線大地間で５０ＭΩ以上とする。

五 サージ移行率は、平衡時－４０ｄＢ以下、不平衡時－２０ｄＢ以下とする。

六 騒音は側面より１ｍ離れた地点において、機器の高さの２分の１の箇所で騒音計を使用し、Ａ特性で

６０ホーン以下とする。

七 効率は９０％以上とする。

（解 説）１ サージ移行率とは、一次側に侵入した異常電圧が二次側に現われる大きさを示し、次式で表わされ

る。

減衰量＝２０ｌｏｇＥ２／Ｅ１ （ｄＢ）

Ｅ２＝二次側に現われた電圧波高値

Ｅ１＝印加衝撃電圧の波高値

２ 平衡時とは、線、大地間に印加した場合をいい、不平衡時とは線間に印加した場合をいう。

３ サージ移行率の試験方法は次による。

(1) 平 衡 時

衝撃電圧発生器により３ＫＶ １×４０ を線、大地間に印加し、二次側、線、大地間を測定μｓ

する。ただし、避雷器を除く。

(2) 不 平 衡 時

衝撃電圧発生器を開放状態で３ＫＶ １×４０ に設定し、絶縁変圧器に接続し、二次側の線μｓ

間を測定する。ただし避雷器、サージアブゾーバを除く。

４ 効率は１００％負荷時（力率１．０）の場合とする。

第１０条 （添付品、予備品）

装置には次のものを添付する。

一 取扱説明書 １部

二 試験成績表 １部

三 避雷器特性要素 現用の１００％
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付図－１
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付 図－２ 寸 法（参考）

容 量 Ｗ Ｄ Ｈ 重 量
形 式 相 数

ＫＶＡ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ㎏

０．５ ３００ ２５０ ３８０ ２０

１．０ 〃 〃 〃 ２５

１．５ 〃 〃 〃 ３０

２．０ 〃 〃 〃 ４０

３．０ ３５０ ３５０ ５４０ ５０

１φ２Ｗ ４．０ 〃 〃 〃 ５５

５．０ 〃 〃 〃 ７５

７．５ ４５０ ４５０ ８００ １３０

１０ 〃 〃 ８５０ １５０

１５ ５００ 〃 ９００ １８５

０．５ ３００ ２５０ ３６０ ２０

１．０ 〃 〃 〃 ２５

１．５ 〃 〃 〃 ３０

２．０ 〃 〃 〃 ４０

３．０ ３５０ ３５０ ５２０ ５０

屋 内 形 １φ３Ｗ ４．０ 〃 〃 〃 ５５

５．０ 〃 〃 〃 ７５

７．５ ４５０ ４５０ ７００ １３０

１０ 〃 〃 ７５０ １５０

１５ ５００ 〃 ８００ １８５

１．０ ４３０ ４２０ ５２０ ４５

１．５ 〃 〃 〃 ５０

２．０ ４８０ 〃 ６２０ ６５

３φ３Ｗ ５．０ ５００ ４５０ ６７０ ８０

７．５ 〃 〃 ８００ １３５

１０ 〃 〃 ８５０ １５５

１５ ６００ ４８０ ９００ １９０
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容 量 Ｗ Ｄ Ｈ 重 量
形 式 相 数

ＫＶＡ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ㎏

０．５ ３２０ ３２０ ４５０

１．０ 〃 〃 〃

１．５ 〃 〃 〃

２．０ 〃 〃 〃

３．０ ３５０ ３５０ ５００

１φ２Ｗ ４．０ ４００ ４００ ６５０

５．０ 〃 〃 〃

７．５ ４５０ ４５０ ７５０

１０ 〃 〃 ８００

１５ ６００ ５５０ ９００

０．５ ３２０ ３２０ ４５０

１．０ 〃 〃 〃

１．５ 〃 〃 〃

２．０ 〃 〃 〃

３．０ ３５０ ３５０ ５００

屋 外 形 １φ３Ｗ ４．０ ４００ ４００ ６５０

５．０ 〃 〃 〃

７．５ ４５０ ４５０ ７５０

１０ 〃 〃 ８００

１５ ６００ ５５０ ９００

１．０ ４５０ ４５０ ７５０

１．５ 〃 〃 〃

２．０ 〃 〃 〃

３φ３Ｗ ５．０ 〃 〃 〃

７．５ 〃 〃 〃

１０ ５００ ５００ ８００

１５ ６００ ５５０ ９００

容 量 Ｗ Ｄ Ｈ 重 量
形 式 相 数

ＫＶＡ ｍｍ ｍｍ ｍｍ ㎏

０．５ ５５０ ２００ ４５０ ２５

分電盤形 １φ２Ｗ １．０ 〃 〃 〃 ２８

１．５ 〃 ２５０ 〃 ３８

２．０ 〃 〃 〃 ４２


